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393　　　　酸化的内皮障害下に お け る エ ン ドセ

リ ン、お よびその前駆体、受容体遺伝子の 発現変

化と新規含成ス テ ロ イ ドの障害防御効果 に っ い て
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腟内胎 児性 フ ィ プロ ネクチ ンと羊水

内顆粒球 エ ラス ターゼの相 関性 に つ い て
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　［目的］血管内皮細胞で産生されるEndothelin−1

　（ET−1）は中毒 症 の 病態 に も関係 し て い る 。 今回

中毒症モ デ ル である酸化的障害下で の ET−1産生の

変化 ととも に ET−1の 前駆物質であ るpreproET
−1｛

ppET
−1）、　 ETの受容体 で 昇圧 に 関わ るET。 Rとプ ロ ス

タサイク リン などを介 して降圧に 関わ る ET・Rの 遺

伝子発現の 変化を検討 し、 さ らに抗酸化作用を有

する新 しい ス テ ロ イ ドの 効果を検討 した 。 ［方法］

臍帯静脈内皮細胞を 、酸化的障害と して過酸化脂

質t−−butyl　hydroperoxyde〔TBH）25 μ Mの 存在下で 培

養 し、ET−1産生の 変化 と とも に、　 ppET
−1とETAR、

ET・Rの mRrVA 発現量の 変化を検討 した 。 さ らに抗酸

化作用を有す る新規合 成 ス テ ロ イ ドで ある 2，3−

】）ihydroxy−17−oxa −estra −1，3，5，（10｝−trien 一ユ7−−

one （T疋 53161を 25μ M及び50，・ 胴 時添加 して ET−

1産生及び mRr （Aの発現 に 対す る 影響を検討し た e

［成綾］TBHの接触で ET−1濃度 は 1時閻後に 一26．5

％まで低下 し、 後に増加 した 。 ppET
−1や ET・Rの

mRrgA発現量は接触か ら約 6時間後ま で は 増加し、

そ の 後減少 した。ET・ Rの 発現に は変化は なか っ た 。

TZE5316を同時添加す る とET−1濃度は 25μ Mで は

一17．5％、50μ Mで は
一9．8％とTBH単独群に比 べ て産生

低下は緩和 され．ppET −1やET　BRcDmRNA 発現量は

TBH単独群に比べ 約50％で 推移 した。　 ETARに はやは

り変化は認めな か っ た 。 ［結謝 酸化的障害は内

皮細胞の ET−1産生の 減少 とその 後の増加を きた し、

代償的な ppET
−lrkNAの 増 加、さら に 降圧 に 関わ る

ET，RrnRNAの 発現増加をきた し た 。 ま た TZE5316は こ

れ ら
一煙 の 変化 を抑制 する こ とが確かめ られた 。

TZE5316は安定な合成 エ ス トロ ゲ ン で 、酸化的内皮

細胞障害の 防御 に 有効で あ り、 中毒症の病態に対

して有用 な薬剤 となる可能性が示唆さ れ た 。

【目的】胎児性 フ ィ プロ ネクチ ン （FFN）は、卵

膜の 炎症性変化や子宮収縮の 結果子宮内か ら腟内

に流出する。一方、顆 粒球エ ラス ターゼ （PMNE ）

は、炎症 に よ り遊走した好 中球か ら放 出され、そ

の羊 水内濃度は子宮内感染の 重症度を反映する と

され る 。 本研 究は 、腟内 （V −
） FFN濃度と羊水内

（A −）PMNE 濃度の相 関性を明 らか に し．V −FFNが

子宮内感染を診断する指標 として有用か否か検討

するこ とを 目的と した 。 【方法】検査の 同意 を得

た，妊娠 22週以土 33週未満の、単胎 ・未破 水の 切

迫早産妊婦 29例 を対象とした 。 TOCQIysisな どの

治療開始前に後腟 円蓋の分泌物を綿棒で採取 し、

EuSA 法 に よ りFFN濃度を測定 した。同時に、経

腹的 に羊水 を採取 し．EIA法 によ りA −PMNE 濃度を

測定 した e さらに、胎盤の 組織学 的な検討を行 っ

た 。 V −FFNお よびA−PMNE の cut 　off 値は 、それ ぞ

れ、50μ g／L200 μ g／1と した 。 【成績】　（1）V−

FFN陽性 は9例、　 A −PMNE 陽性は 6例 あ っ た 。 早産

は8例あ りt 早産 率は．V −FFN陽性群 44％ （4／9）．
陰性群20％ （4／20）であ っ た。 （2） V −FFN濃

度とA −PMNE 譲度との 間には、相 関係数O．64の 有

意 （p＜0．01）な正の 相関を認 めた。 （3）V −FFN

の A −PMNE に対する positive　predictive　value

（PPV）　は 33％　（3／9）　、　 negative 　predictive
value （NPV ） は85％ 〈17／20）であ っ た。 （4 ）

組織学的に絨毛羊膜炎 （CAM ） と診断された 4症

例は、い ずれ もV −FFN が陽性で あ っ た。　CAM に対

するV −FFNの sensitivity は 100 ％ （4／ 4）、

specificity は80％　（20／25）　、　PPVは44 ％　（4／

9） 、NPVは 100rd°

（20／20） で あ っ た。 【結論】

切迫早産例 におけるV −FFN濃度の 測定は 、子宮内

感染の 存在を予測する うえで有用 と考え られ た。
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